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巨掠池の水生植物

1 . はじめに

巨 掠 池 は 木 津 川 と 宇 治 川 （行政上は淀川） にはさまれ 

た山城盆地の最低部に位置する一大遊水池であった。

古 来 よ り 詩 歌 •文 芸 に 現 わ れ 、洛南の景勝地として、 

文 士 •画 家 に 愛 さ れ 、魚貝類や野鳥の豊富なことは沿岸  

漁民の生活の糧となり、狩狐家のあこがれの的でもあった。

さらにまた水生植物の宝庫であり、本 邦 産 の 約 8 割は 

この池で生育していた。特にムジナモは関西唯一の生育  

地として天然記念物に指定されたのみか、 オグラコウホ 

ネ ・ オ グ ラ ノ フ サ モ • オオトリゲモは学名が巨掠池を記 

念するよう命名された^

水草は学術研究の材料として貢献したばかりでなく、 

ハ ス •ヒ シ •マ コ モ • ヨシは周辺農家の副産物として農 

家経済をうるおしていた。

京 都 市 •宇 治 市 •久 御 山 町 の 2 市 1 町にまたがり、東

西 4 キロメートル、 南 北 3 キロメートル、周 囲 16キロメ

— ト ル （ 4 里 余 り ）•、面 積 7 9 4 ヘクタール （ 8 0 0 町歩）、

平 均 水 深 1 メー トルの巨掠池は明治 40年の淀川改修によ

り、 わずか一条の排水路で淀川に接するだけで、全く死 
(2)

滅湖に等しく変化した。

当然、池の水位は低下し、かっての自然の美観は失な 

われるとともに、漁獲高は年々減少し、 マラリヤの流行 

だけは依然として劣えず、その上沿岸の水害は跡をたたな 

いことから、池 は も は や 有 害 • 無用に近い存在になった。

そこでこの池を干拓し、沿岸の水害を根絶するととも 

に、 美田化することによって漁業から農業に転換し、生 

活の安定をはかろうとする運動がおこされた。

干拓は国営事業により昭和 8 年工事着手し、同 16年竣 

エをみ、大事業は完成、干拓田への地元民の熱望は遂に 

酬われたが、 巨掠池は消えた。

竣 工以来 40有余年、特 に 昭 和 40年 頃 か ら の 都 市 化 の  

波は全国的に例外ではなく、 この干拓田も侵食し、 それ 

にともなって水質の障害は農業用水に顕在化してきた。 

その上、京奈バイパスの着工も間近かとなり、 これで干 

拓 田 は 分 断 • 縮少されようとしている。

宝庫といわれた水生植物の消長を早急に調査記録する 

必要性を感じ、 中間報告としてまとめてみた。

高 木 俊 夫

(京 大 •理 • 植 物 ）

今 後 き ら に 調 査 を ラ イ フ •ワ ー ク と し て 継 続 し 、 巨椋 

池の水生植物の消長を明確にしたい。

2. 調査の方法

干 拓 以 前 の “巨 掠 池 の 水 生 植 物 ”を竹内敬氏はシャジ

ク モ 類 2 種、蘚 苔 類 2 種 、羊 歯 類 4 種、単 子 葉 類 100種 、

双 子 葉 類 76種 、合 計 1 8 0種で北方系の植物は極めて少な

く、殆んどが南方系または暖地系のものであると記され 
(3)

ているが、全部の種をあげられていない。

これに対して、三 木 茂 博 士 は “巨 掠 池 の 水 生 植 物 ”は

47科 96属 1 5 3種 3 変種と植物目録をあげられ、 邦産の 

全 属 80% を占めると記されている。

水生植物に対する見解により、種数の異なるのは当然  

である。筆者は干拓以前と現在を比較するために三木茂  

博士の記された目録を基準に調査した。

すなわち、 1 9 8 0年 よ り 足 か け 4 年 間 に 35回にわたつ 

て巨椋池土地改良区管内を実地にあるき、三木博士の目 

録に記載の植物に限り採集した。 しかし、二の丸池が団 

地化してからは巨掠池の片鱗をとどめるものは全くなく、 

給 • 排水路と休耕田の水生植物が対象となった。

採集品の同定をおねがいした京都大学理学部村田源講  

師にはこまかいところのご指導もいただいた。 深甚の謝 

意を申しあげる。
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巨椋池の水生植物目録

年月日は採集年月日、（ ）は産量

隠花植物

シ ダ 類

ァ カ ウ 牛 ク サ ( 廿 ）

ミ コ シ ガ ヤ

タ マ ガ ヤ ツ リ

ヒ ナ ガ ヤ ツ リ

8 1 .8 . 7. ( +  )

80. 9.23， 81 .10 .11 .( 併 )

80. 8.13. ( 十 ）

ズ ワ ラ ビ 80. 9. 23, 8 1 .1 1 .8 . ( +  ) カ ワ ラ ス ガ ナ 82. 8.31. ( 廿 )

サ ン シ ョ ウ モ

顕花植物

. 単子葉類

ガ マ 科 •

80. 8.18, 82. 9. 4. ( +  ) ウ シ ク グ

オ オ ハ リ イ

ク ロ グ ワ イ

テ ン ツ キ

82. 8.31. (-H -)

82. 9. 4. ( +  )

80. 8.13， 82. 8. 3 1 .( 普 )

82. 8.31. (-H -)

ヒ メ  ガ マ

ヒ ル 厶 シ ロ 科

82. 6.30. (-H -) ヒ デ リ コ

ミ ズ カ ヤ ツ リ

81.9.12. 82.8.8. 82.8.31. (-+H -)

80.10.10. (-H -)

エ ビ モ 8 1 .1 1 .8, 82. 9. 4 . (廿 ） ヒ メ  ク グ 82. 8. 8. ( +  )

サ サ バ モ 82. 9. 4. ( +  ) ホ タ ル イ 80.9.23. 82.7.26. 82.8.8. (+ H - )

ヤ ナ ギ モ 82. 5.20, 82. 9. 4 . ( - 4 - ) コマツカサススキ 8 1 .8 .1 7 . ( +  )

ヒ ル 厶 シ ロ 80. 9.14. ( +  ) ウ キ ヤ ガ ラ 8 1 .8 .1 7 . ( +  )

イ ト モ

オ モ ダ カ 科

8 0 .1 0 .10, 82 .10 .15 .( 廿 ）

(

カ ン ガ レ イ  80.9.23. 82.7.26. 8 2 .8 .3 1 .( +  )

フ ト イ 8 1 . 8.17， 82. 7.26. (+H-)

才 モ ダ カ 8 1 .7 .  26. ( +  ) サ ン カ ク イ 8 1 .7 .1 2 . ( +  )

ク

トチ

リ カ  7

カ ガ ミ 科

8 1 .7 .1 2 . (4 4 -)

ク

シ カ ク イ

キ ク サ 科

82. 9.13. ( +  )

( +  )

ク ロ モ 82. 9. 4. ( +  ) ウ キ ク サ 80. 8.14. (+H-)

卜 チ カ ガ ミ 82.10.15. ( +  ) ツ ユ ク サ 科

ズ オ オ バ コ 80. 9.14. ( +  ) イ ボ ク サ 80. 9.23, 8 1 .9 .1 2 .( 世 ）

セ

4

キ シ ョ ウ モ

ネ 科

82. 9. 4. ( +  ) ミ ズ ァ オ イ 科

ミ ズ ア オ イ 80. 9.14. ( +  )

ブ ナ グ サ 8 0 .1 0 .10, 82.10. 8 . ( 普 ） コ ナ ギ 80. 8.13. ( 普 )

ジ ュ ズ ダ マ 8 1 . 9 . 12, 82. 8. 8 .( 世 ） 4 グ サ 科

厶 ツ オ レ グ サ 82. 6.30. ( +  ) イ 82. 7.26. ( +  )

チ ゴ ザ サ 8 1 . 7 . 12, 82. 7. 8• ( 併 ） 2. 双子葉類

サ ヤ ヌ カ グ サ 82. 7.26. ( +  ) ド ク ダ ミ 科

ァ シ カ キ 80.10.10. ( +  ) ハ ン ゲ シ ョ ウ 82.10. 8. ( +  )

ァ ゼ ガ ヤ 80. 9. 23, 82. 8. 3 1 .( 舟 ） ヤ ナ ギ 科

ヌ カ キ ビ 81.10.11. ( 普 ） マルハ'ヤナギ（アカメヤナギ） 83. 4.30. ( +  )

ノ ビ エ 80.10.10. ( 普 ） 夕 デ 科

ハ イ ヌ メ リ 80. 9.14. ( +  ) ホソノくノウナギツカ ミ 80. 9.14. 82. 7.26. (-H4-)

ク サ ヨ  シ 82. 5.' 6, 82. 5.20. (-H -) ヤ ナ ギ タ デ 80. 9.23. ( 廿 )

3 シ 80. 9/23, 82. 8 .3 1 .( D サ ク ラ タ デ 82.10. 8. ( +  )

セ イ コ ノ ヨ シ 8 1 . 9.12. 8 2 .io. io. c m サ デ ク サ 80.9.14. 81.7.12. 8 2 .8 .8 .（. 十 、

マ コ モ

カヤツリグサ科

81 .10 .11, 82. 6.30. ( H D オ オ イ ヌ タ デ

ミ ゾ ソ バ

80. 8 . 14, 80.10.10. (-H -）

80.10.10. 81 .10 .11 .(4H-)

アゼナルコスゲ 82. 5. 6, 82. 5.20. (-1+ )

2



水 草 研 会 報  № 1 2  ( 1 9 8 3 )

-7 ツ モ 科

80. 9.14. ( +  )マ ツ モ

ス レ ン 科

ハ ス 82. 7. 8. ( +  )

キ ン ポ ゥ ゲ 科

夕 ガ ラ シ 81. 4.29. ( +  )

キツネノボタン 83. 4.30. (-H -)

ァ ブ ラ ナ 科

夕 ネ ッ ケ バ ナ 81. 4.29. ( 世 )

マ メ 科

ク サ ネ 厶 82. 7.26. ( +  )

ァ 7 ゴ ケ 科

ズ ハ コ べ 83. 3.31. ( +  )

ミ ゾ ハ コ べ 科

ゾ ハ コ べ 80. 8 .18, 82. 8 .  8 . ( * )

ソ ハ ギ 科

ソ ハ ギ 82. 7.26. ( +  )

キ カ シ グ サ 80.9.14. 80.9.23. 82.9.13. ( - H - )

ズ マ ツ バ 82. 9.13. ( +  )

ア カ バ ナ 科

チ ョ ウ ジ タ デ 80. 10.10, 8 1 .9 . 12.( 廿 )

ヒ シ 81. 9 .12, 82.10. 8. (-H -)

セ リ 科

K ク ゼ リ 83. 3.31. ( +  )

チ ドメ グ サ 80. 8.14. (-H -)

セ リ 80. 8.14, 82. 7. 8 . ( 廿 )

サク ラソ ゥ科

ヌ マト ラノオ 80. 9.14. ( +  )

シ ソ 科

シ □' ネ 81. 7.26. ( +  )

4 ヌ 81. 7 .12, 82. 7. 8 . ( 廿 ）

ゴマノハグサ科

牛 ク モ 80. 9.23. ( +  )

オ オ ア ブ ノ メ 80. 8 .14, 82. 9. 4. ( +  )

アメリカアゼナ 80. 9 .14, 82. 8 .3 1 .( 併 )

牛ツネノマゴ科

才 ギ ノ ツ メ 80. 9.14. ( +  )

キ ク 科

才 グ ル マ 82. 7.26. ( +  )

コオニタビラコ 81. 4.29. ( +  )
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